
 

2024 年 1 月 26 日 

リニューアブル・ジャパン株式会社 

 

Non-FIT 電源の拡大を見据えた 

「MPX-ETRM システム」の導入について 
 
 リニューアブル・ジャパン株式会社（本社：東京都港区 代表取締役社⾧：眞邉 勝仁 以下
「当社」）は、株式会社 MPX（本社：東京都中央区 代表取締役社⾧：荒生 元 以下[MPX」） 
がオランダの KYOS 社と共同開発した ETRM（エネルギー・トレーディング・リスクマネジメン
ト ）システム（以下 「本システム」）を、再生可能エネルギー事業者として日本で初めて導入し
ましたのでお知らせいたします。 
 
当社は、FIT 制度*1・FIP 制度*2 の先を見据えた事業として Non-FIT*3 発電所の開発を推進して

おります。Non-FIT 発電事業には、卸市場価格によって売電収入が変動する「市場リスク」が伴
いますが、当社独自の金融ノウハウと、本システムを活用し、売電収入の見通しを把握するとと
もに市場リスクを適切にヘッジすることで、安定的な Non-FIT 発電事業の確立を目指します。 
 
当社は、今後も再生可能エネルギー事業の拡大を通じて CO2 削減に取り組み、持続可能な社会の
実現に貢献してまいります。 
 
【MPX の概要】 
名称 株式会社 MPX 

代表者 代表取締役社⾧  荒生 元 
本社所在地 東京都中央区日本橋二丁目 10 番 5 号 
設立 2022 年 10 月 
資本金 9 千万円 

株主 株式会社三菱総合研究所（80％）、KYOS Holding B.V.（20％） 
事業内容 卸電力市場に関する情報配信、再生可能エネルギーの価値算定、市場リス

ク管理システムの開発 

*1 再生可能エネルギーにより発電した電気を国が定めた価格・期間で電気事業者が買取ることを義務付ける「固定 

価格買取制度」（Feed-in Tariff） 

*2 FIT 制度のように固定価格で買取るのではなく、再エネ発電事業者が卸市場などで売電したときに、その売電価格

に対し一定のプレミアム（補助額）を上乗せする制度 

*3 FIT、FIP などの補助に頼らない自立した電源のこと 

以上 

 

 

 

すべての人をエネルギーの主人公に。 


